
おおたわら市 議会だより

質
問
：
地
方
主
権
時
代
の
到
来
に
備

え
た
「
お
お
た
わ
ら
改
革
」
と
し
て
、

「
市
長
退
職
金
ゼ
ロ
の
実
現
」、「
副

市
長
一
人
制
の
実
現
」、「
市
民
参
加

に
よ
る
事
業
仕
分
け
の
実
施
」、「
大

田
原
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
」、

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
い
組
織
の
実

施
」、「
市
長
の
任
期
は
最
長
３
期
12

年
ま
で
」
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
力
を

入
れ
て
き
た
取
り
組
み
や
成
果
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
市
長
退
職
金
を
１
期
目
は
20

円
と
し
、
２
期
目
以
降
は
市
長
職
と

し
て
働
く
こ
と
へ
の
対
価
と
し
て
、

正
規
の
金
額
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。
副
市
長
は
、
１
人
制
を
実

現
し
た
後
、
直
面
す
る
政
策
課
題
に

迅
速
か
つ
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、

平
成
30
年
６
月
議
会
に
ご
議
決
を
い

た
だ
き
、
副
市
長
２
人
体
制
と
し
ま

し
た
。
事
業
仕
分
け
は
、
市
民
参
加

に
よ
る
事
業
仕
分
け
を
実
施
し
た
後
、

職
員
自
ら
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
が

有
効
と
判
断
し
、
庁
内
で
の
検
討
会

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
、
市
民
に
分
か
り
や

す
い
組
織
に
改
編
を
行
い
、
新
庁
舎

を
建
設
し
、
組
織
を
集
約
し
ま
し
た
。

市
長
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
３
期
目

の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
政
策
課
題
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問
：
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
開
催
さ
れ
た
事
自

体
に
深
く
感
謝
す
る
選
手
が
沢
山
い

ま
し
た
。
全
て
の
ア
ス
リ
ー
ト
に

と
っ
て
成
果
を
発
揮
で
き
る
機
会
が

奪
わ
れ
る
事
が
ど
れ
ほ
ど
辛
い
か
、

私
達
は
昨
年
の
中
３
・
高
３
生
の
涙

を
見
て
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
本

市
で
国
体
を
開
催
す
る
事
の
意
義
・

理
念
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
子
供
や
市
民
に
夢
と
希
望
を

与
え
る
も
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
基
盤
の

整
備
や
指
導
員
の
養
成
等
の
社
会
資

源
の
充
実
に
よ
り
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

は
勿
論
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

繋
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
市
民

総
参
加
、
魅
力
発
信
、
市
民
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性

化
の
４
つ
の
実
施
目
標
を
掲
げ
、
更

な
る
経
済
的
効
果
と
地
域
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
社
会
的
効
果
に
繋
が
る

よ
う
、
準
備
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
国
体
開
催
に
向
け
、
本
市
の

感
染
症
対
策
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁
：
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
方
法
が
充

実
し
て
き
て
い
る
中
で
、
必
ず
開
催

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
し
、
努
力

も
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問
：
国
体
を
は
じ
め
、
生
徒
が
参

加
す
る
大
会
の
実
現
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答
弁
：
那
須
地
区
全
体
で
協
力
し
対

策
を
取
り
実
行
。
や
る
気
満
々
で
す
。

市
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
つ
い
て
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い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・

と
ち
ぎ
大
会
に
つ
い
て

一般質問
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